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ま れ ､鉄索財を飽地域から搬入し武器や農具の製館にあたって魅もたことがわかる｡ 地 区は

異 なるが､袖蓬内 (樋ノ下 ⑳ドゥドゥ)地区で出丑した銑紺はその 証 左 となるものである｡

武器類は概ね4倣紀後半から6健紀前革ま管とみられる｡ 従 っ 竃 b 三 の 地 区で遺構はみつ

かっていななもが流路の近竜に武器工房があったとみ ら れ る ｡

(4)布留 (堂垣内)地区 (且955年調査)(文献 3 )

布留遺跡から光代約200m付近になる｡建物建設工 事 の 途 中 に みつかり滝きちんとした調査

はでき等魁も魁もないが､ある程度の状況がわかる｡ そ れ に よ れ ば ､50×30mほど長方形の発

掘区内に石 敷 き の 部分があり滝その部分で開僑 埴 輪 と 朝 顔 形 埴 輪が倒れた状 態 で 25本 食 物
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確定でき を魁､ものの､埴輪で区画した祭場等あったらし魁､ (園且且)｡区画内からほ丑師 器

壷 ◎高杯､滑看梨園玉 ◎勾玉のほかに土製の管玉 (丑錘 ?) な どが出宜し等魅もる｡

( 5 )豊井 (字久保)地区 (且98 4 年 調 査 ) (文献4)

布 留 用 か ら 北 鴨 約 4 0 0 m あ り も 布 留 遺 跡 と し て は 北 辺 地 区 である｡ 布 留 川から分流した且本

の 波 路 と そ の 岸 部 に 掘 立 櫨 建 物 が 4 棟 見 つ か っ 首 魁 洩 る ｡ ま た b祭能遺物の投 棄場 もある

(囲 且2)｡ 掘 立 櫨 建 物 の 方 位 は ほ ぼ 真 北 に 近 ( 触 遭 内 (樋 ノ 下 ⑳ドゥ折り)地 区等見 つ かっ

た建物 と 方 向 は 近 い ｡ し か し 滝年 伐 は 出 立 遺 物 が ほとんど な竃不明管ある｡偽 の遺構 な ど

との閑適か ら b 6 髄 絶後革とみぞ魁もる｡ 祭 能 遺物投棄場は流 路の岸辺にありち2mX且.5m
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跡がある (文献 4◎且4)｡三ツ寺 ‡遺 跡 は 榛 名山の裾遮宅に築かれた居館 (囲且6)等滝遮
ほどた
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図4 布留遺跡布留遺跡袖之内 (樋}下 ◎ドゥドゥ)地区遺構平面図 (文献9による)
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図5 溝 2出土土器実測図 (文献14による)

-49-



∴ - /-:=･∴ ∴:-.,,:･

･.∴ ･:'ミ~ ∴ ∴:二･ 工~十 .(･:__L､∴

一一一一二∴ -



T

:

い

..

ヽ

±日 日 :･･･∴ -｣

図7 /ト丸 1号噴出土器台形土器実測図
(1.2は報告書よりトレース,他は筆者が実測)(文献14による)
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図8 竪穴住居跡群平面図 (文献且2による)
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出土銑甜実測図
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図9立坑出丑土器実測図(文献6による)
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図10 三島 (里中)地区出土刀剣装具実測図 (文献10による)
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図11 布留 (堂垣内)地区の祭場の一部と出土埴輪 (文献3による)
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囲且2 豊井 (字久保)地区遺構平面図 (文献射こよる)
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図13 豊井 (宇久保)地区祭祀遺物 (文献4による)
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囲且5 布留遺跡周辺の地形
(太田本帝国陸地測量部稚威2万分時且『裸本』明治4且年b『丹波市』明治45年)

囲且後 田村側の流路の新旧
(置田雅昭 ｢貴慮県天理市布留遺跡の発掘調査一発掘した大藩と田本書紀の看上清-｣
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図16 三ツ寺Ⅰ遺跡全体図 (文献15による)
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図且7 三ツ寺遺跡周辺の地形 (文献8による)
:三ツ寺‡適量凱 2:二子山古墳93:武幡塚古墳タ4:薬師家畜墳タ5:保渡田東遺軌 6:保渡田遺軌
:三ツ寺Ⅲ遺軌 7三ツ寺韮遺跡,中林遺軌 且0:井出相乗遺軌 且且:西浦北遺跡夕且2:熊野堂遺跡
(第‡地区)タ且3:雨壷適量凱 且4:同道遺軌 且5:御布呂遮音凱 芦田奥戸遺軌 且7:熊野堂遺跡
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